
 

課
題 

普段食べている食材について、子どもたちが学ぶ機会が少ない 

  

事

業 

内

容 

・

目

的 

お魚教室、農業体験  

 【目的：子どもたちの食への関心を高め、食べ物や命を大切にする心を育む】  

☑ いつ？   令和元年６月３０日（日） ☑ 内容は？ 

☑ どこで？  ハレカフェ（市内浜町１） ・迫力ある漁の映像鑑賞 

☑ 何を？   お魚教室  ・朝とれたスズキのさばき方見学 

☑ 講師は？  船橋港の漁師の方 ・料理（あら汁） 

☑ 対象は？  地域の小学生 ・試食 

※ 団体の活動拠点の見直し等により、当初予定していた農業体験は未実施 
  

事業費(Ａ) 10,194 円  支援金(Ｂ) 5,097 円 

（事業収入：なし）                  （事業費に占める支援率（Ｂ/Ａ）：50.0％）  

事業費内訳 
 

１ お魚教室講師代 10,000円 

２ お魚教室材料費 194円 

1～2 合計 (Ａ) 10,194円 

  

効
果 

普段見ることのできない、魚がさばかれる様子を間近で見学して、魚に興味をもっても

らえた。食べ物や命を大切に考えるきっかけになれた。 

 

工夫 

したこと 

・ 実際の船橋港の漁師の方に、漁や魚について話をしてもらったこと。 

・ 子ども達の目の前で、魚をさばいてもらい、解説をしてもらったこと。 

・ さばいた魚を料理して食すことで、食べるということについて一連の流れを体験す

ること。 
  

担当者 

より 

船橋市は漁業が盛んであるが、子ども達は普段それを身近に感じる機会が少なく、

魚を丸ごと一匹見る機会も、さばく様子を見る機会も少ないです。食事をするというこ

とは命をいただくということ。子ども食堂を通じてそれらを子ども達に伝える機会を

設けることができて良かったと感じています。 

お忙しい中講師を務めてくださった山本さんに感謝するとともに、この活動をこれ

からも実施していきたいと強く感じています。 

 

団体名 みんなの家こっこ  

事業名 こっこで学ぼう２０１９ 種別 Ⅱ型（1年目） 



 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

【団体概要】 
平成２９年２月から、子どもたちの孤食解消を居場所づくりの活動として、 

湊町地区、令和元年 10月からは宮本地区に引っ越して子ども食堂を開催。 
今後も、地域でどんな活動ができるのか、何を求められているのか 

を探求していきたい。  

連絡先 氏名: 笹田 明子  ℡ 090-1760-3907 e-mail: akikosasada2@gmail.com 

 

Facebookで 

情報発信中！ 

 

 

 


